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W15a ASTRO-H 衛星搭載硬X線撮像検出器 (HXI)の現状～FM設計～
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ASTRO-H HXI チーム

ASTRO-H衛星搭載の硬 X線イメージャ(HXI : Hard X-ray Imager)は、硬 X線望遠鏡 (HXT)と組み合わせ
により 5 ∼ 60 keVまでの帯域で、2′(HPD)の角度分解能とこれまでより 2 桁優れた感度を実現する。軟X線の
検出器とともに広帯域のX線スペクトルをかつてない高精度、高感度で得ることで、ブラックホールや、超新星
残骸などにおける、高エネルギー現象の解明につなげる、重要な検出器である。HXIの主検出部は、9分角の視
野をもつシリコンとテルル化カドミウム (CdTe)半導体を多層に組み合わせた半導体イメージャであり、これを
厚さ ∼ 3 cm の BGOシンチレータ９こでアクティブシールドする。
現在、2014年の打ち上げへ向けて、衛星搭載品 (FM)の設計の検証が一つ一つ進められている。具体的には、

イメージャとその読み出し回路、アクティブシールド素子とその周辺回路、デジタル回路とソフトウェアなどの
開発、検証が大きく前進した。また、DSSDや APDに加え、チャージアンプ、241Amを用いた軌道上の較正線
源、およびBGOの FM搭載品の製造、開発が一部、既に進められている。全体の構造および熱設計については、
昨年の秋の年会で既に報告済みである。今後のスケジュールを含めて、その開発の現状を報告する。


